
京都大学大学院教育学研究科E.FORUM「子どもたち応援サイト」 

（https://e-forum.educ.kyoto-u.ac.jp/for_children/） 
2023 年４月１０日（新規）、５月８日、６月１日、７月３日、９月１日、１０月２日、１１月１日、 

１２月１日、２０２４年１月９日（更新） 

井口桂一先生*（宇都宮大学共同教育学部客員教授）からのメッセージ 

小学校４年生 理科を学ぶ皆さんへ 「学び方ガイド（2023）」 

「理科のメガネ」を使うと見えてくる世界 

・・理科のメガネを使って「自然を見る眼」をきたえていこう！・・ 

 

理科は，自然について観察や実験を行いながら，科学的に問題をかいけつしていく学習

です。自分のまわりにある「自然」について調べ，ワクワク・ドキドキ・ナットクしなが

ら理科の授業のおもしろさを感じてほしいです。そして，理科の授業を楽しむために「理

科のメガネ」を使いながら自分じしんの「自然を見る眼」をきたえていくことも大切で

す。 

この「学び方ガイド（2023）」では，それぞれの単元における観察・実験のないよう

に合わせて「一つの理科のメガネを使うと見えてくる世界」をしょうかいしていきます。

あわせて，この単元で使ってほしいその他の「理科のメガネ」もお知らせしていきますの

で，学校での授業や家庭学習の時には自分が使ってみたい「理科のメガネ」を選びそれを

使って自然をじっくりと見てください。きっと，今まで気がつかなかった新しい世界が見

えてくると思います。 

いろいろな「理科のメガネ」を使いながら自然を見ることで，皆さんの「自然を見る

眼」がきたえられ，理科の学びがより楽しいものになればうれしいです。 

それでは，「２０２３年度４年生理科学習」をはじめましょう。 

※ 教科書により学習する単元の順序がちがう場合があります。その時は，「学び方ガイド 2020」「学び方ガイド

2021」「学び方ガイド 2022」に 1 年間の学習がしめしてありますので，そちらも読んでみてください。 

 

● １月「冬の夜空」「冬と生き物」 

年の初めの学習は星の観察です。雪があまり降らない地方では、冬は夜空がすんでい

て、星がよく見える季節です。暖かいかっこうをしてお家の人と一緒に夜空を見上げてみ

ませんか。 

この時期は、星座の中では一番見つけやすいと言われている「オリオン座」や「冬の大

三角」が見られるはずです。特に「オリオン座」は、今の季節だと、夕方から夜の早いう

ちは南東の空を見上げると見つけられます。まだ見つけていない人は、ぜひ、チャレンジ

してみてください。 

昼間には、「冬の生き物」の観察をやってほしいです。枯れている草花、葉が落ちてし

まって枝しか見えない木・・なんとなく寂しい感じの冬の生き物の様子が見られると思い

ます。しかし、じっくりと見てみると、寒さの中でもしっかりと生きていて春への準備を

している生き物の様子を見ることができると思います。木の枝、枯れた草の先、落ち葉の
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下の地面・・・いろいろなところを見ながら、冬の生き物の様子を見てほしいと思いま

す。 

これらの学習の時にぜひ使ってほしい「理科のメガネ」はこちらです。 

 

「時間をかけて見るメガネ」  

 「冬の夜空」の学習では、一度夜空を見た後、１～２時間ぐらい後にもう一度観察し、

星座の形や位置を調べてみると星の様子がよく分かります。「冬と生き物」の学習では、

太陽が上った後の早い時間に生き物の観察をすると、寒さの厳しい中で生き物がどう過ご

しているかを実感できます。その上で、昼頃の一番気温が高い頃の様子も見て、朝の様子

と比べてみてください。同じ冬でも、生き物の様子が少し違うと思いますよ！ 

 

◇ 「冬の夜空」「冬と生き物」について「時間をかけて見るメガネ」で調べてみると，こ

んな発見や気づきが！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ 夕方、南西の空で「オリオン座」を見つけることができた。この星座は、けっこう大き

いことが分かった。ちょっと時間をおいて見てみたら、オリオン座は右上の方に上がっ

ている気がした。もっと、遅い時間にも見てみたくなった。 

・ 寝る前に、もう一度オリオン座を探してみた。かなり真上の方に星座全体が移動してい

るように見える。どの星も同じように動いているのか、オリオン座の形は変わっていな

いと思う。 

・ 朝早くに地面を観察した。「しもばしら」が見えた。そして、葉っぱの表面が凍ってい

るように見えた。葉をさわってみたら、やわらかかったので葉っぱ全体が凍っているわ

けではないようだ。 

・ 昼間、気温が少し上がったときに、地面を観察してみた。朝は虫がいるような気がしな

かったけれど、今回は「テントウムシ」を見つけたぞ。朝早くは、どこに隠れていたの

だろう？ 

 

皆さんに使ってほしいその他の「理科のメガネ」には，次のようなものがあります。じ

っさいの観察の時には，こちらも使ってみてください。 

 

・ 色や形を見るメガネ・・・・・教科書などでオリオン座の形をよく見てから、実際に 

夜空を見上げることがおすすめです 

木の枝などは、色や形の違いに気をつけて観察してみ 

ると、春への準備の様子が分かります 

「理科のメガネ」を使って冬の夜空や生き物の様子を見たら、今までの夜空や生き物の

観察記録と見比べてみてください。その上で、友達同士で気づいたことを話合いながら、

「季節が変わった時の夜空の様子や生き物の姿について自分の考えをまとめる」ことがで
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きるといいですね。４年生では季節による自然の移り変わりを確認します。たくさんの気

付きがあるといいですね。 

 

● １月「もののあたたまり方～パート１～」 

１２月に続いて「温度とものの変化」について学習します。 

私たちは、生活の中でいろいろなものをあたためて利用しています。フライパンを熱し

て料理をしているし、お風呂では水をお湯に変えて利用しています。エアコンやストーブ

では空気をあたためて暖をとっています。この単元では「もののあたたまり方」について

金属・水・空気を使って調べていきますが、ぜひ自分の生活の様子と関係づけながら追究

してみてください。実感をもって学んでいけると思いますよ。パート１の学習では、金属

のあたたまり方を中心にして学習を進めていきます。 

金属のあたたまり方は、金属棒や金属板を火で熱して調べます。この時、あたたまって

いるかどうかを、温度によって色が変わる「シール」やろうそくの「ろう」を使って調べ

ます。目に見えにくい金属の温度の変化を、見えるように工夫して確かめるわけです。こ

の実験は火を使うので、教科書の注意を読んだり先生の指示を守ったりしながら、やけど

等に十分注意して実験を行ってください。 

この単元の授業で実験の際にぜひ使ってほしい「理科のメガネ」はこちらです。 

 

「見えないところの秘密を見つけるメガネ」  

 金属があたたまっていく様子は目に見えません。そのため、それを見えるようにするた

めに、金属板や金属棒に温度によって色が変わる「シール」やろうそくの「ろう」をつけ

て、金属のあたたまり方を調べますが、シールの色の変化やろうがとける様子をよく見な

がら、金属があたたまっていくことを確かめることがかんじんです。 

 

◇ 金属のあたたまり方について「見えないところの秘密を見つけるメガネ」で調べてみる

と，こんな発見や気づきが！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ 金属棒の端をコンロであたため始めた。金属棒の色はあまり変わらないが、熱した部分

の「示温シール」の色が青からピンクに変わってきた。金属の温度が上がってきている

のが分かる。 

・ 金属棒は、熱したところから、じょじょに熱が伝わってくる感じで全体があたたまるみ

たいだ。 

・ 金属板にも「示温シール」をはって、あたたまり方を調べてみた。金属板では、熱した

部分を中心としてじょじょにあたたかさが広がっていく感じだった。 

・ 金属棒も金属板も、熱くなっていてもほとんど見た目が変わらない。熱している時は気

を付けていないとやけどをするかもしれないぞ。 
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っさいの観察の時には，こちらも使ってみてください。 

 

・ 道具を使って見るメガネ・・・金属があたたまっていく様子は目に見えませんので、 

それを見えるようにするために、温度によって色が変 

わる「示温シール」を使う場合が多いですが、ろうそ 

くの「ろう」をつけて、金属のあたたまり方を調べる 

こともできます。ろうがとける様子をよく見ることに 

よってあたたまり方を見ることができます。ちなみに 

ろうそくのろうは、６０℃ぐらいでとけて液体になり 

ます。 

・ 比べながら見るメガネ・・・・金属の板と棒で実験をしますが、それぞれの結果を比 

べながら見て、あたたまり方についての分かったこと 

を考えてください 

「理科のメガネ」を使って金属があたたまる様子を見たら、「金属板と金属棒での実験

結果を見比べながら『金属のあたたまり方』についての分かったことを自分の言葉でまと

めるとともに、分かったことをフライパンなどの身の回りにある金属の道具をもとにし

て、もう一度考えてみる」ことを行ってみてください。 

２月は、水や空気のあたたまり方を調べます。こちらの実験も楽しみですね。 

 

「季節のカレンダー」・・冬の虫たち 

 左の写真は、この冬

休みの間に我が家で見

つけた虫の様子です。   

左は玄関扉の格子の

陰に隠れて寒さをしの

いでいるバッタです。このバッタは、ここのところいつも玄関先のどこかに隠れていて、

そこで寒さをがまんしているように見えます。 

真ん中は庭の草花の間で見つけたテントウムシです。寒い夜はどこかに隠れていて、暖

かくなった昼間にたっぷりと太陽エネルギーを浴びているように見えます。 

右は、カマキリの卵です。カマキリの成虫は見つけられませんでした。うちの辺りで

は、カマキリは卵で冬越しするのでしょうね。 

こんな寒い中でも頑張って生きている虫たち。「頑張れ！」と応援の声をかけたくなり

ました。 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、１月９日更新分です・・・・・・・・・ 
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● １２月「ものの温度と体積～パート２～」 

１１月に引き続き「温度が変化した時に空気や水・金属の体積が変わるのかどうか？」

という学習問題を調べていきます。今月は、「水」や「金属」をあたためたり冷やしたり

した時の体積について調べていくことになります。 

水の温度と体積の関係を調べる実験は、空気について調べるときと同じような実験器具

を使って行います。ただ、変化の様子は空気の時と同じとは限りませんので、実験結果を

しっかりと確認することが大切です。 

金属の温度と体積の関係を調べる実験は、それを調べる専用の道具を使って行うことが

多いです。この実験では火を使うので、器具がかなり高温になることがありますので、教

科書の注意をよく読んだり先生の指示を確実に守ったりしながら、やけど等に十分注意し

て実験を行ってください。 

この単元の授業では、空気・水・金属についての温度による体積変化を調べますが、実

験の際にぜひ使ってほしい「理科のメガネ」はこちらです。 

 

「見えないところの秘密を見つけるメガネ」  

○ 水や金属をあたためたとき・冷やしたときに、それらがどのような状態になっている

のかを想像しながら「図に表す」ことはおすすめです。そして、図をもとにその時の水や

金属の状態について友達と話合ってみると、おもしろい活動になりますよ。 

 

◇ 水や金属の温度と体積について「見えないところの秘密を見つけるメガネ」で調べてみ

ると，こんな発見や気づきが！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ フラスコの中の水を温めたら、水面が上がってきた。どうしてこのような結果になるの

だろう？ 温められた水に内部の変化を想像して「モデル図」に表してみよう。 

・ 水が温まって体積が変化するのは、どのような仕組みなのだろうか？ 図に表すのはち

ょっと難しいけれど、チャレンジしてみよう。 

・ 水は、空気とは変化の仕方が少し違うけれども、これはどうしてなのだろうか？ 

・ 金属も温めることによって体積に微妙な変化があった。見た目はほとんど変わらない

が、金属の内部で変化が起こっているに違いない。この変化の仕組みも想像して「モデ

ル図」にしてみよう。 

 

皆さんに使ってほしいその他の「理科のメガネ」には，次のようなものがあります。じ

っさいの観察の時には，こちらも使ってみてください。 

・ 動きや変化を見つけるメガネ・この単元の実験は、変化が小さくて見つけにくいこと 

がありますので、じっくりと様子を観察して小さな変 

化も見逃さないようにすることが大切です 

・ 何度も見るメガネ・・・・・・実験は、温度による変化があるかどうかを見るわけで 
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り返し行うことがおすすめです 

・ 比べながら見るメガネ・・・・空気・水・金属それぞれの温度と体積について調べた 

実験結果を比べながら見ると、それぞれの変化のとく 

ちょうが分かります 

 

「理科のメガネ」を使って、水や金属をあたためたり冷やしたりした時の様子をくわし

く調べ「モデル図」を記録したら、１１月に学習した「空気」のものと見比べたり、友達

同士で３つの「モデル図」を見合ったりしながら「空気・水・金属の体積と温度との関係

について話合う」ことができるといい学習になると思います。その際、事前に考えていた

水や金属についての「予想」と実験の結果と比べながら話合うと、さらに議論がおもしろ

くなると思いますよ。 

 

「季節のカレンダー」・・ビワの花と虫・・ 

ビワの実は、５月か

ら６月ぐらいになると

果物売り場に登場して

きます。初夏のものな

のです。そんなビワで

すが、花はいつごろさくのか知っていますか？ 

実は、ビワの花は、１１月から２月に花がさくのです。小さな花がびっちりと咲いてい

る感じですが、花びらが色鮮やかでないので、あまり目立たない花と言えます。左の写真

は、ビワに花にハチが止まっている様子です。目立たない花ですが、虫はしっかりと花を

見つけているのですね。 

花がさくとそのうちに実ができてくる植物が多いですが、ビワの場合は、半年後ぐらい

たたないと実ができません。この花が、この後どのように実になっていくのか、しっかり

と観察を続けたいと思います。 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、１２月１日更新分です・・・・・・・・・ 

 

 

● １１月「秋の生き物」 

１０月半ばから急に寒くなってきた関東地方ですが、ここのところさらに朝夕の気温が

低くなり「寒い！」と感じるようになってきました。今朝（１０月３０日）の我が家の庭

の気温は８℃でした。ただ、昨年の記録を見ると１０月２７日の最低気温が３℃となった

ようです。寒さが厳しくなってきたと言いながら、昨年ほどではないのですね。１１月に

入り、また暖かい日が戻ってくる予報がありますが、それを過ぎると、「初氷」が見られ

ることも出てくるのでしょうね。 
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気温の変化に合わせて、植物の葉は、緑色から赤や黄色へ色づき始め、虫たちも暑いこ

ろとは違う虫の鳴き声が聞こえてきています。全国各地の「紅葉」の話題が出てきまし

た。私が住んでいる栃木県では、日光の山々の紅葉は見ごろを迎えており、この後見ごろ

のピークが平地に移ってくるようです。 

ところで、よく虫の「鳴き声」と言いますが、正しくは羽をこすり合わせて音を出して

いるようですね。知っていましたか？ 

この単元では、秋になった今と春や夏と比べて生き物の様子がどのように変わってきた

かを観察していきます。木、草花の葉や実、昆虫、鳥、カエルなどの小動物など、いろい

ろな生き物の様子を観察してたくさんの記録を集めてください。 

この単元の授業では、外の様子を観察したり、春や夏の観察記録と今を比べたりするこ

とが多いですが、授業でぜひ使ってほしい「理科のメガネ」はこちらです。 

 

「違いを見つけるメガネ」  

○ 秋になるとまわりの自然の色が確実に春夏の時とは違ってきます。葉っぱの色・実の

色・・・などの変化をしっかりと見てほしいです。また、春夏の観察記録と秋の様子を

見比べて、違いを見つけることもおもしろい活動となります。見つけた「違い」をくわ

しく表現することができるといいですね。   

 

◇ 秋の生き物について「違いを見つけるメガネ」で調べてみると，こんな発見や気づき

が！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ 校庭のイチョウの葉が少し黄色に変わってきた。本当に、黄色になってくるのだな。 

・ イチョウの木の下に、実のようなものが落ちていた。いつの間にか実ができていたのだ

ろうか？ 少しも気づかなかった。だけどこの実、なんか、かなりいやな臭いがする

ぞ。調べてみたらこの中にあるのが「ぎんなん」らしい。 

・ 「どんぐり」もたくさん見つけることができた。ちょっと前までは黄緑色をしていたと

思ったのに、今は濃い茶色になっているな。 

・ 育てていたゴーヤの実が茶色に変わってきた。自然に実が割れて、中の種が下に落ちて

いるものもあった。葉っぱもほとんど枯れている。 

・ 春や夏の記録を見てみると、葉が緑だったり、茎がどんどん伸びていたりしていたの

で、秋になると植物の様子がかなり変化してくることが分かった。 

 

皆さんに使ってほしいその他の「理科のメガネ」には，次のようなものがあります。じ

っさいの観察の時には，こちらも使ってみてください。 

・ 色や形を見るメガネ・・・・・葉や実の色、実の大きさや形の変化など、色や形にこ 

だわって観察すると、たくさんの発見があるはずです 

・ 感覚を使って見るメガネ・・・観察記録をとる時には、その時の気温を書いておくと 
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いいですが、それに合わせて寒さ・風の様子・湿り気 

など数字ではすぐに表すことができないことを、自分 

の感覚で調べて記録していくことがおすすめです 

秋の虫は、なかなか姿を見つけられないですから、そ 

んなときは「鳴き声」をじっくりと聞いて聞こえた音 

について感想も入れて記録をするといいです 

・ 比べながら見るメガネ・・・・緑色のままの葉、黄色くなる葉、赤色になる葉・・い 

ろいろな葉を比べながら見ると、多様な変化が見られ 

ますし、逆に似ているところも発見できます 

「理科のメガネ」を使って秋の生き物についてくわしく観察したら、自分と友達の観察

記録を見合いながら、「生き物の一年間～秋～」についての感想を話合ってみてくださ

い。友達の意見や感想を聴くこともいい学習になりますよ。 

もうしばらくたつと寒い冬がやってきます。雪・霜などが見られる冬になったら生き物

はどうなるのだろうかと予測しながら秋の生き物について考えていくと、この後冬の生き

物の観察をするのが楽しみになってきますよ。 

 

 

● １１月後半「ものの温度と体積～パート１～」 

１０月の「とじこめた空気や水」では、注射器などにとじこめた空気や水を押したとき

の体積について調べました。その学習に続いて、この単元では「温度が変化した時に空気

や水・金属の体積が変わるのかどうか？」ということを調べていきます。 

空気を例にして分かりやすく説明すると「ビーチボールをふくらました後、あたたかい

場所に置いておいたものと寒い場所に置いたものの、手ざわりやはずみ方について調べて

みませんか？」というようなことを学習するわけです。 

この単元では、例で示したような「空気」だけではなく「水」や「金属」をあたためた

り冷やしたりした時の体積について調べていきますが、今回のパート１では「空気」にス

ポットを当てて説明します。 

この単元の授業では、空気の温度と体積の関係を調べる実験は、フラスコなどのガラス

器具を使って行いますが、実は、ペットボトル・牛乳パックなどでも実験することができ

ますので、家でもこれらを使って「とじこめた空気」をお湯であたためたり、氷水で冷や

したりして調べてみてください。実験する時にぜひ使ってほしい「理科のメガネ」はこち

らです。 

 

「見えないところの秘密を見つけるメガネ」  

○ 空気の温度と体積を調べる実験では、わりと目でしっかりと確認できる体積変化を見

ることができます。ここで考えてほしいことは、「体積が大きくなった時、空気はどう

なっているのだろう？」とか「体積が小さくなった時の空気の様子はどうなっているの



京都大学大学院教育学研究科E.FORUM「子どもたち応援サイト」 

（https://e-forum.educ.kyoto-u.ac.jp/for_children/） 
だろう？」のように、目に見えない「空気の様子」について想像しながら実験を進めて

ほしいということです。体積が変化するということは、空気の様子が何か変わってい

る・・ということです。この見えない空気の様子を想像しながら、空気の温度と体積の

関係の秘密を明らかにしてほしいです。   

 

◇ 「温度が変化した時に空気の体積が変わるのかどうか？」について「見えないところの

秘密を見つけるメガネ」で調べてみると，こんな発見や気づきが！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ 空のフラスコの口にゴム風船をつけて温めたら風船がふくらんできた。新しい空気が入

ったわけではないので、元の空気の何かが変化したから風船がふくらんだのではないか

と思う。この時の変化の様子を想像して、イラストに表してみよう。 

・ このイラストを友達と見比べてみたら、空気がふくらんだ・・・と考えている人と空気

が上に上がった・・・と考えている人がいることが分かった。どっちが正しいのか、も

う一度実験してみよう。 

・ 風船がふくらんだのは、どうやら温まった空気の体積が大きくなったためのようだ。冷

やすと元の体積にもどってくるところがおもしろいぞ。 

・ 目で見ることができない空気の様子を想像してみるって、おもしろい活動だったね。友

達によって考え方が違うことが分かって、とてもよかった。 

 

皆さんに使ってほしいその他の「理科のメガネ」には，次のようなものがあります。じ

っさいの実験の時には，こちらも使ってみてください。 

・ 動きや変化を見つけるメガネ・この単元の実験は、変化が小さくて見つけにくいこと 

がありますので、じっくりと様子を観察して小さな変 

化も見逃さないようにすることが大切です 

・ 何度も見るメガネ・・・・・・実験は、温度による変化があるかどうかを見るわけで 

すから、あたためたり冷やしたりすることを何度も繰 

り返し行うことがおすすめです 

 

「理科のメガネ」を使って、「とじこめた空気」をあたためたり冷やしたりした時の様

子をくわしく調べたら、ここに書いたように、その時の空気の様子を想像して「モデル

図」に表してみてください。そして、友達同士で「モデル図」を見合いながら、空気の体

積と温度との関係について話合ってみてください。いろいろと違う意見が出て、とてもお

もしろいですよ。 

１２月に学習する本単元のパート２では、水や金属の体積と温度との関係について学び

ます。空気の学習が終わったら、水や金属についての「予想」をしておくのも楽しそうで

すね。 
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「季節のカレンダー」・・秋になっても頑張っているこん虫がいます 

 写真は、我が家の庭で、最近見られたものです。左の２枚がアゲハの幼虫で、右の２枚

はトノサマバッタがおんぶしているところです。 

我が家にはレモンの木がありますが、そこに卵を産みつけては幼虫が生まれ、レモンの

葉っぱを大量に食べてさなぎに成長していく繰り返しが今年も見られましたが、こんなに

寒くなっても、幼虫がいるのです。この後、さなぎとなって冬を越すらしいです。写真は

ありませんが、この木には越冬するために茶色に変色したさなぎがいくつも見られます。

こんな形で冬を過ごし、暖かくなるころにチョウになっていくのですね。 

バッタって、時々おんぶしているものを見かけます。だいたいはオンブバッタなのです

が、この写真はトノサマバッタのようですね。これは、交尾している姿のようです。ちな

みに、下がメスで上がオスです。オスはメスを見つけると交尾のためにメスの背中に飛び

つくのです。これも、生命をつなげていく営みなのですね。 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、１１月１日更新分です・・・・・・・・・ 

 

 

● １０月「とじこめた空気や水」 

私たちの身の回りの生活の中には、空気をとじこめて利用しているものがたくさんあり

ます。・・・・どんなものがあると思いますか？・・・・ 

そうなのです、風船、ボール、タイヤ、浮き輪・・・・たくさんあるでしょう。荷物を

保護しながら包むときに使う「プチプチ」も空気をとじこめた道具の一つです。これら空

気をとじこめた道具は、「弾む」とか「弾力がある」とか「やわらかい・ソフト」みたい

なイメージがありますが、そのイメージを実験によって明らかにしていくのがこの単元で

の学習です。そして、空気だけではなく、水をとじこめたらどうなるのだろうか？・・と

いうことについても実験で確かめます。 

この単元の授業では「注射器」を使って実験することが多いですが、この実験で、ぜひ

使ってほしい「理科のメガネ」はこちらです。 

 

「感覚を使って見るメガネ」  
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○ 「注射器」を使うこの単元の実験では、そのピス

トンを押す時やピストンを押す力をゆるめたときの

「手ごたえ」を感じることが大切なポイントとなり

ます。「手ごたえ」ですから、その時に感じた感覚

をくわしく表現することができるといいですね。   

注射器を使ったこの実験では、何度も何度も試し

ながら「手ごたえ」を感じて記録することがお勧め

です。 

 

◇ とじこめた空気や水について「感覚を使って見るメガネ」で調べてみると，こんな発見

や気づきが！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ 注射器に空気をとじこめてピストンを押すと、空気がおしちぢめられた。その時、ピス

トンを押せば押すほど手ごたえが大きくなった。 

・ 注射器に空気をとじこめてピストンを押していてその力を弱めるとピストンが手を押し

返してくる感じがする。とじこめられた空気がもとの体積にもどろうとしているのか

な？ 

・ 注射器に水をとじこめてピストンを押してみたけれども、ちっとも押せない。いくら力

を入れてもびくともしない。空気の時とは手ごたえが全然ちがっている。 

・ 空気でっぽうで遊んだ時、前玉が飛ぶまでピストンを押す手ごたえがあったけれども、

前玉が飛び出した瞬間手ごたえがなくなったように感じた。そして、手ごたえが大きい

時の方が、前玉が遠くに飛ぶことも分かった。 

 

皆さんに使ってほしいその他の「理科のメガネ」には，次のようなものがあります。じ

っさいの観察の時には，こちらも使ってみてください。 

・ 動きや変化を見つけるメガネ・ピストンを動かしながら、注射器の中にとじこめた空 

気や水の様子を見るのですが、「手ごたえ」と「様子 

の変化を見る」ことが両方ともしっかりと確認できる 

姿勢で実験をすることが大切です。 

・ 何度も見るメガネ・・・・・・一つ一つの実験はほんの数秒で終わりますので、何度 

も試してみることがおすすめです 

とじこめた空気や水の量を変えながら、何度も試して 

みてください 

・ 数を数えながら見るメガネ・・注射器にはメモリがついていますので、とじこめた空 

気や水の量（メモリ）を確認しながら実験を進めてく 

ださい 

「理科のメガネ」を使ってとじこめた空気や水をくわしく調べる際は、実験した時の

「手ごたえ（感覚）」と「注射器のメモリの数字」を組み合わせて「分かったこと」をま
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とめてみてください。そして、自分と友達とノートを見合いながら、「とじこめた空気と

水のちがい」について話合えるといいですね。 

４年生のこの後の学習では「ものの体積と温度」「もののあたたまり方」を学びます

が、ここでも空気と水などを比べながら実験することになります。これからしばらくの

間、空気や水をテーマにした学習が続きます。 

 

● １０月「ヒトの体のつくりと運動」 

歩く・走る・とぶ・投げる・持ち上げる・・・・、私たちは生活する中のいろいろな場

面で自分の体を動かしています。そうなのです。ヒトの体はかなり自由に動かせるので

す。私たちの体は、いったいどんな「つくり」をしているのでしょうか。また、体を自由

に動かすとは、どんな「しくみ」なのでしょうか。 

この単元では、「ヒトの体の曲げられるところ」「ヒトの体の動くしくみ」「動物の体

のつくりとしくみ」について学習します。この学習で、ぜひ使ってほしい「理科のメガ

ネ」はこちらです。 

 

「見えないところの秘密を見つけるメガネ」  

○ ヒトの体の内部の様子は見ることができません。そのため、この単元の学習では、体

の様子を外側から観察した結果とインターネット・図鑑・レントゲン写真等で調べたこ

とを合わせながら、見ることができない体の内部の仕組みについての秘密を見つけてい

くことになります。ヒトの体が動く仕組み・・ぜひ、解き明かしてください。 

 

◇ ヒトの体のつくりについて「見えないところの秘密を見つけるメガネ」で調べてみる

と，こんな発見や気づきが！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ 腕は、肩・ひじ・手首・手の部分を動かすことができるが、レントゲン写真を見てみる

と、動かすことができる部分は、小さい骨がいくつも集まっていることが分かる。この

つくりが、腕が動く仕組みを作っているのだろうか？ 

・ 足も、太ももの付け根の部分・ひざ・足首・足の部分を動かすことができる。この場所

も小さな骨が集まっている。腕と同じだと思う。 

・ レントゲン写真を見ると腕や足の動かせないところは、太い骨でできていることが分か

る。特に太ももの骨は太くて強そうだ。体を支えているから太いのだろう。 

・ 関節部分がどのように動かせるのかをインターネットで調べてみたら、筋肉が関係して

いることが分かった。腕を曲げてみると、二の腕の内側の筋肉がかたくなるのが分か

る。その時、腕の外側の筋肉も動いているように感じるぞ！ 筋肉がどのように動いて

いるか想像してイラストに表してみよう。 

皆さんに使ってほしいその他の「理科のメガネ」には，次のようなものがあります。じ

っさいの観察の時には，こちらも使ってみてください。 
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・ 他の様子を見るメガネ・・・・体の動く様子については、自分の体よりも友達に体を 

動かしてもらってその様子を観察する方がくわしく分 

かる場合があります 

・ つながりを見つけるメガネ・・図書や映像資料で調べたこととのつながりを考えなが 

ら、実際に体を外側から観察することがおすすめです 

「理科のメガネ」を使って自分の体などを調べたら、観察したことを「図で表す」こと

を意識しながらまとめてみてください。友達と「まとめ」を見合いながら、「筋肉と骨の

働きと体の動き」「ヒトと動物の体の似ているところや違っているところ」などについて

話合うことで、ヒトの体のつくりと運動についての理解がより深まると思います。 

 

「季節のカレンダー」・・こん虫って、よく見ると面白いです 

 左の３枚の写真は「オンブバッタ」です。ショウリョウバッタの子供のようにも見えま

すが、実は「オンブバッタ」という名前のバッタです。メスの上にオスが乗って移動する

習性があるらしいです。ちょっと指でさわったぐらいでは、おんぶはやめません。ユニー

クな習性ですね。 

右はカマキリです。カマキリって、多くは体が緑色で細長い姿ですが、頭は三角形で前

足は「カマ」にような形をしていて、後ろ脚も長くてたくましい感じがします。何よりす

ごいのは、捕まえようとすると、にらみ返してくるような「すごみ」を感じるそぶりを見

せることですね。 

こん虫ってなかなか面白いです。 

 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、１０月２日更新分です・・・・・・・・・ 

 

 

● ９月「月や星の動き」 

夕方になり、太陽が地平線に沈むと、月や星をはっきりと見ることができます。 

この単元の学習では、月や星を観察して、月や星の動き方、星の並び方などについて調

べていきます。しかし、多くの場合は、授業中の観察は難しく、家で月や星を観察してそ

の観察記録をもとに友達同士で話合ったり、図書やインターネットで調べたりして学習を

進めます。実は、月は昼間でも見えるときがあります。月が見えている日は、学校でそれ

を観察することができるのです。 

「昼間見える月」・・・見たことがありますよね？ 
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ところで、一般的に９月は雲が多い日がたくさんあり、月や星が見えにくい時期なので

す。また、月は日によって見える形や位置がちがってくるので、ここではまず、9 月にど

のような月がいつ見られるのかの情報をのせてみます。この情報をもとにして、月や星の

観察の計画を立ててみてください。 

 

◎ ２０２３年 9 月 月齢カレンダー 

８月３１日 満月 

9 月 ７日 半月（下弦）月の左側半分が明るく見えます  

何時ごろ見られるでしょうか 

  １５日 新月    夜空が晴れていても月は見えません 

  １８日 三日月   夜の初めにしか見られません 

            夕方、どの方角に見られるでしょうか 

  ２３日 半月（上弦）月の右側半分が明るく見えます 

夜の初めはどの位置に見えるでしょう 

２９日 満月    夕方、どの方角に見えるでしょうか 

 

９月は、上で示したような月が観察できます。ただ、晴れている夜空でないと観察がで

きないので、見たい日だけではなく晴れている日を選んで観察することがお勧めです。先

ほども書きましたが、９月は秋雨や台風の季節なので、夜間に月や星を見ることが難しい

日が多いです。ちなみに、満月に近い頃は月あかりで夜空が明るいため、星の観察には向

いていません。星の観察は、９月半ばがお勧めですね。 

【参考資料】 

※ 住んでいる場所にもよりますが日の入り（夜空が始まる時刻）は次の時刻が目安です 

         宇都宮では   京都では    福岡では    沖縄では 

９月 １日   １８時１０分  １８時２５分  １８時４５分  １８時５０分 

９月２３日   １７時３７分  １７時５４分  １８時１５分  １８時２６分 

９月２９日   １７時２８分  １７時４５分  １８時０７分  １８時１９分 

 宇都宮と沖縄では、夜が始まるのが４０分ほどの時間差があることが分かります。 

 

月や星の動き方、月の見え方を調べる観察で、ぜひ使ってほしい「理科のメガネ」はこ

ちらです。 

 

「何度も見るメガネ」  

○ 月の観察では、観察できた日の３～４日後にもう一度観察すると、月の形や見える方

位に変化があることがはっきりと分かります。また、一日の中でも１時間ごとぐらいの

時間をおいて何度も見ることで月や星の動きが分かります。 

９月の月や星の学習では、何度も何度も観察することがお勧めです。 
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◇ 月や星について「何度も見るメガネ」で調べてみると，こんな発見や気づきが！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ ９月１日の月は、満月みたいにまん丸だったけど、毎日観察していたら、だんだん月の

形が細長くなってきた。月が見えてくる時刻も、少しずつ遅くなってきている。 

・ ９月１日の月を１時間ごとに観察していたら、時間が遅くなるほど南の空の高いところ

に月が動いていくことが確認できた。 

・ ９月１５日は新月だったので、夜空が暗く星の観察がとてもやりやすかった。１時間ご

とに観察したが、南の空の星は、月と同じように南の空の高いところに動いていくこと

が分かった。北の空の星は、時計と反対向きに動いているように見えた。 

 

皆さんに使ってほしいその他の「理科のメガネ」には，次のようなものがあります。じ

っさいの観察の時には，こちらの理科のメガネも使ってみてください。 

 

・ 時間をかけて見るメガネ・・・月や星の動きを観察するためには、１時間ごとに同じ 

場所で３～４回は見ることがお勧めです。 

・ 道具を使って見るメガネ・・・お家に天体望遠鏡がある人は、お家の人に手伝っても 

らいながら使ってみてください 

月の表面の様子もしっかりと見ることができます。 

・ 色や形を見るメガネ・・・・・星座の並び方、月の形をしっかりと見てください 

                星によって明るさや色が違っていますので、じっくり 

と観察することがお勧めです 

「理科のメガネ」を使って月や星をくわしく観察し、しっかりと記録しながら「月の見

え方（見える形の変化）・月の見える方位・星座の並び方や星の明るさや色」などについ

てまとめられるといいですね。 

「季節のカレンダー」・・現在、我が家で見ることができる昆虫は・・ 

 ８月末だというのに、今年の夏はまだまだ暑いです。あまり暑いと、多くの生き物はあ

まり活動しないようですが、そんな中でも上の３種類の昆虫は、たくさん姿を見せてくれ

ています。 

左は「ツマグロヒョウモンチョウ」のオスだと思います。メスは、羽の端がもっと黒い

部分が多いようです。よく、このチョウのオスとメスが仲良く飛んでいるのを見かけま

す。このチョウの幼虫は、黒とオレンジの２色で、体中にとげのようなものがあるので、
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いかにも毒々しい感じがします。インターネットなどで、調べてみてください。この幼虫

は、パンジーの葉をよく食べるようです。 

真ん中は、「シジミチョウ」です。これは割と小さめなチョウで、モンシロチョウの半

分ぐらいの大きさです。かなり暑いこの時期ですが、今、我が家で一番見かける昆虫は、

このシジミチョウです。 

右は、「トンボ」です。トンボの体で特徴があるのが大きな目です。トンボの目は、３

６０度見渡せるとても広い視野があるらしいですが、それに加えて「色の見分けがつく」

ということも最近の研究で分かってきています。 

 こんな暑い中でも、外で活動している昆虫たち。でも、きっと草むらの日陰では、もっ

ともっといろいろな昆虫がいるのでしょうね。 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、９月１日更新分です・・・・・・・・・ 

 

７月も、次の２つを学習します。どちらも楽しい発見がありますよ 

● ７月「夏の生き物」 

４年生では、１年間を通して植物や動物の観察を続けながら学習を進めていきますが、

今回はその学習の第２弾で、テーマは「夏の生き物」です。夏になり、4 月に「春の生き

物」の学習をした時とは、植物や虫の様子が確実にちがってきていますので、その変化を

じっくりと観察してほしいと思います。 

今年の梅雨は長めなので、まだ、夏がやってきた感じはしないのですが、本格的な夏に

なると日差しが強くなりとても暑い日が続くようになります。気温や水温も上がり、動物

が活発に活動したり植物が大きく成長したりします。このような様子をぜひ観察してみて

ください。 

ちなみに、この時期の天気の様子を、昨年は次のように記していました。 

・・・私が住んでいる栃木県でも６月末からずっと気温が３８度を超す「猛暑」が続い

ています。このあたりでは雨が不足していて、毎日水をやらないと作物が枯れてしまうほ

どの状況になっています。・・・・ 

今年は、梅雨明けまでもう少し時間がかかるかもしれませんが、気温は確実に上がって

きて、夏のようになってきています。「猛暑」よりも、生き物の観察には適しているかも

しれません。帽子をかぶるなどの暑さ対策をして、動植物たちの様子を観察してみてくだ

さい。夏の生き物・・なかなか面白いですよ。 

ここでぜひ使ってほしい「理科のメガネ」はこちらです。 

 

「時間をかけて見るメガネ」  
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○この時期の植物は、かなりのスピードで成長していくことが多いで

す。それでも、観察しているその瞬間にその「伸び」を感じることは

難しいです。そのため、この理科のメガネを使うことで、草たけの１

日の伸び、花の様子の変化、植物の実がふくらんでいく様子・・など

を観察してほしいです。 

 右の写真は、アサガオの花の写真です。よく見てください。実は、

咲いている花の横に「つぼみ」があるのです。このつぼみが、次の日

にどうなるのか・・・、そして、今咲いている花は、明日はどう変化

してくるのか・・・。こんな様子をしっかりと確認できるのが「時間をかけて見るメガ

ネ」のよさです。皆さんにも、このメガネのよさをしっかりと味わってほしいです。 

 

◇ 夏の生き物について「時間をかけて見るメガネ」で調べてみると，こんな発見や気づき

が！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ ヒョウタンのつるが、１日で３ｃｍも伸びているよ。２４時間でこんなに伸びるのだ

ね。 

・ 昨日はつぼみだったアサガオの花が、今朝は咲いているよ。ねじれていたつぼみが開く

と、こんなにキレイな花びらになるのだね。 

・ 昨日は「きゅうりの赤ちゃん」だったけれど、今日は「きゅうりの子供」に見えるくら

い大きくなってきた。明日は、収穫できるかもしれないぞ。 

 

皆さんに使ってほしいその他の「理科のメガネ」には，次のようなものがあります。じ

っさいの観察の時には，こちらの理科のメガネも使ってみてください。 

・ 色や形を見るメガネ・・・・・色や形・模様を見ると生き物の特ちょうが分かります 

                色とりどりの昆虫の姿、さなぎから成虫への変化を見 

つけられると面白いです 

・ 道具を使って見るメガネ・・・虫メガネを正しく使うとくわしくかんさつできます 

                ものさしを使うと「実」の成長が数字で分かります 

                温度計を使うと、気温を数字で表せます 

                春のころとは気温がかなり変わっています 

・ 数を数えながら見るメガネ・・ヘチマやヒョウタンを育てていたら「実」を見つけて 

その数を数えてみてください 

 観察する時に、タブレットで写真に撮っておくと、学年末に１年間の記録を見直す際に

参考になると思います。写真の記録も有効ですよ。 

 

 

● ７月「夏の夜空」 
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今年も、７月７日の七夕がやってきます。おりひめとひこぼしが、天の川を渡って１年

に１度だけ出会える７月７日のことを「七夕（たなばた）」といいます。知っていました

か？ 一般的な七夕伝説のあらすじは、つぎのようなものです。 

・・・・・・ 

天の川の西にいる機織りをしているしっかり者の織姫（おりひめ）と、東岸に住む働き者の牛使いの彦星

（ひこぼし）が結婚しました。すると、働き者だった二人は仲良く遊んで過ごすようになり、全く仕事をし

なくなってしまいました。これに怒った神様が、天の川を隔ててふたりを離ればなれにしました。 

ところが、今度は悲しみに明け暮れるばかりで働かなくなってしまいました。 

それを見た神様が、ちゃんと仕事に励むことができたら七夕の夜に限って再会することが許してやると約

束しました。それから、二人は心を入れ替えて一生懸命に働くようになったのです。七夕になると神様の命

令を受けたカササギの翼にのって天の川を渡り、年に一度、再会するようになりました。 

                                   ・・・・・・ 

この日は短冊（たんざく）に願い事を書いて笹竹に飾り付ける風習があります。 

この織姫にあたる星が「こと座のベガ」、彦星にあたる星が「わし座のアルタイル」で

す。どちらも１等星でとても明るい星です。この２つの星に「はくちょう座のデネブ」

（この星がカササギであるとも言われています）を加えた３つの星が「夏の大三角」と呼

ばれています。夏の夜空では一番目立つ星といってもいいでしょう。住んでいる地域など

により、星を見ることが難しい人もいるでしょうが、お家の人と一緒に夜空を見上げて

「夏の大三角」を探してみてください。 

ここでぜひ使ってほしい「理科のメガネ」はこちらです。 

 

「イメージするメガネ」  

○ 星や星座は、夜にしか観察することはできません。そして、空が晴れている夜でない

と見ることができません。そこで、昼間の間に星や星座についてのイメージをもってお

くことがお勧めなのです。イメージをもつためにチャレンジしてみてほしいことは、図

鑑やインターネットで星や星座について調べてみることです。 

夏の星座というと「いて座」「こと座」「わし座」「はくちょう座」「さそり座」な

どがあります。そして、それらの星座には、星座にまつわる「ギリシャ神話」がありま

す。昼間のうちにそれらの話について調べて星座についてのイメージをもっていると、

夜の星座観察がとても楽しみになります。こんな学習にもぜひ挑戦してみてください。 

 

◇ 夏の夜空について「イメージして見るメガネ」で調べてみると，こんな発見や気づき

が！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ 神話によると、オリオンを倒したのがサソリなのだそうだ。さそり座は夏の星座で、オ

リオン座は冬の星座だから、さそり座が見えているときはオリオン座が怖がって出てこ
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ないということなのかな？・・・オリオン座が見える頃にさそり座が本当に見られない

のか、秋ごろに確認してみたいなあ。 

・ はくちょう座は、絶対神「ゼウス」がスパルタ王の妻の「レダ王妃」に近づくために、

ケガをした白鳥に変身した時の姿と言われているそうだ。・・・今晩、はくちょう座を

見つけてみよう。 

・ どうやら、すべての星座に「いい伝え」があるようだ。普段はあまり意識していなかっ

た星たちも、ギリシャ神話を調べているうちに、見方が変わってきた。・・・今晩の

「星座さがし」が楽しみになってきたぞ！ 

 

皆さんに使ってほしいその他の「理科のメガネ」には，次のようなものがあります。じ

っさいの観察の時には，こちらの理科のメガネも使ってみてください。 

・ 時間をかけて見つけるメガネ・・・夏の大三角を見つけたら、１・２時間後にもう一 

度同じ場所で見てください 

                  さっきと同じ位置で見えるか、位置が移動してい 

るように見えるかが分かります。 

・ 道具を使って見るメガネ・・・・・「星座早見」を使うと、実際に見ている星や星座 

の名前を見つけることができます 

星座早見を見るときには赤いセロファンをかぶせ   

たライトを使うと、暗闇でも目がくらまずに星の 

観察ができます。 

 

ちなみに、７月の満月は７月３日です。この頃は月あかりが明るいので、星は見つけに

くいと思います。また、夏は雲が出やすいので、星は見つけにくい時期でもありますが、

反面寒くないので長い間観察ができるという利点もあります。星は、一つ見つけられると

それを手掛かりにして他の星を発見できることが多いです。 

おりひめ・・・ひこぼし・・・見つけられるといいですね。 

 

「季節のカレンダー」・・花って、いろいろな形があるのです。 

 左は、先月末に我が

家の庭で撮った花の写

真です。 

ピンク・黄色・オレ

ンジ・・いろいろな色

の花があるでしょう！ 

そして、花びらの数や

形、おしべの形、花び

らのつき方・・・これ
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も、それぞれの花によって違いがあります。 

花びらやおしべ等のパーツがあること・・・これはそれぞれの花の共通点ですが、花び

らの色・形・つき方・おしべの形や数・・・これらは多様です。 

いろいろな花を見て、似ているところや違っているところを見つけていくのは、生き物

を学ぶ「醍醐味（だいごみ）」です。家の周りのお花。見てみたくなったでしょう！ 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、７月３日更新分です・・・・・・・・・ 

 

 

６月は、次の２つを学習するころだと思います。どちらも楽しい発見がありますよ。 

● ６月前半「地面を流れる水のゆくえ」 

雨の季節にぴったりな学習です。この学習では、「流れる水と地面のかたむき」「地面

の土の種類と水のしみこみ方」の２つのテーマについて学びます。地面を流れる水は、時

には「災害」となってしまうこともありますが、人々の生活にたくさんのめぐみをもたら

すものでもあります。自分たちの生活とのかかわりを考えながら、水のゆくえについて調

べていってください。 

この単元では、校庭で実験することが多くなりますが、安全に気をつけて実験を行うよ

うにしてください。ここでぜひ使ってほしい「理科のメガネ」はこちらです。 

 

「動きや変化を見つけるメガネ」  

○ この単元では「流れる水」を見ることが多いですが、それとともに水が流れている

「地面の様子」を見ることが大切です。水が流れるさいちゅうの水の動き・水が流れた

後の地面の様子の変化など、見てほしいものがたくさんあります。「動き」「変化」を

しっかりととらえてほしいと思います。 

 

◇ 地面を流れる水について「動きや変化を見つけるメガネ」で調べてみると，こんな発見

や気づきが！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ 同じ雨の日でも、水の流れが速いところと遅いところがあるのだね。 

・ 水がたまっていて、流れていないところもあった。ここは何で流れないのかな？ 

・ 水は高いところから低いところに流れていくのかな。 

・ 砂場は水たまりにならないけど、校庭には水たまりがあるぞ。何でだろう？ 

・ 砂場の砂は、校庭の土より粒が大きいかもしれないね。 

 

皆さんに使ってほしいその他の「理科のメガネ」には，次のようなものがあります。じ

っさいの観察の時には，こちらの理科のメガネも使ってみてください。 

・ 道具を使って見るメガネ・・・・・地面のかたむきは、ビー玉などを転がしてみると 
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                  すぐ分かります 

                  土のつぶを見る時は虫メガネを使うといいです 

                  手ざわりをくらべるのもいいですね 

・ 時間をかけて見るメガネ・・・・・雨の時に水の流れを見たところに雨がやんでから 

もう一度行って土の様子を見てください 

「理科のメガネ」を使って、水の流れや土へのしみこみ方、地面のかたむきなどをじっ

くりと見てほしいです。この単元で見てほしい「水の流れ」「土への水のしみこみ方」

「地面のかたむき」は、校庭だけでなく家のまわりでも、見てほしいものなのです。ぜ

ひ、家庭学習の時間に家のまわりの水の流れや水のしみこみ方・地面のかたむきを調べて

みてください。 

 

 

 

● ６月後半「電気のはたらき」 

3 年生では、電気の学習で豆電球に明かりをつけることを学びました。4 年生の電気学

習では、モーターを使ってかん電池のはたらきを調べます。 

学ぶ内容には、かん電池を２個つないでみる、かんい検流計を使う、発光ダイオード

（LED）に明かりをつけてみるなどのことがあり、電気についての楽しい実験をしながら

多くのことを学びます。実は、２個のかん電池とかんい検流計、モーターをつなぐのは、

なかなか難しいのです。正しくつなぎながら安全に気をつけて実験を行うようにしてくだ

さい。 

この単元の実験は、モーター・プロペラ・かん電池２個・かん電池ホルダー・どう線・

スイッチ・かんい検流計などたくさんの道具をつなぎながら行います。これらがすべて正

しくつなげられないと、正しい実験結果が出ないことになります。そうなのです。一か所

でもうまくつながっていないと正しい実験にならないのです。友達とつなぎ方を確認しな

がら、安全に気をつけて実験を行うようにしてください。ここでぜひ使ってほしい「理科

のメガネ」はこちらです。 

 

「つながりを見つけるメガネ」  

○ 回路をつなぐことが特に難しいのは、かん電池２個を「へい列つなぎ」にする時で

す。教科書に書かれている説明の図とは少し違う接続をすることもありますので、先生

の説明をしっかりと聴くとともに、この「理科のメガネ」を使って確実に回路を作るよ

うにしてください。 

 

◇ 電気のはたらきについて「つながりを見つけるメガネ」で調べてみると，こんな発見や

気づきが！ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 
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・ 直列つなぎは、かん電池の＋極ともう一つのかん電池の－極をつなぐのだね。 

・ へい列つなぎは、かん電池の＋極どうし、－極どうしをつなぐのだね。 

・ 直列つなぎでは、モーターとかん電池をつなぐのが簡単だけど、へい列つなぎではどう

やってつなぐのかな？ 

・ 回路の中にかんい検流計をつなぐのは、つなぎ方が難しいぞ。 

・ 直列つなぎとへい列つなぎでつないだ時のちがいは何だろう？ 

・ １か所でも回路がつながっていないと電気が通らないから、スイッチを入れる前にもう

一度つなぎ方を見てみよう。 

 

皆さんに使ってほしいその他の「理科のメガネ」には，次のようなものがあります。じ

っさいの観察の時には，こちらの理科のメガネも使ってみてください。 

・ 動きや変化を見つけるメガネ・・・モーター（プロペラ）が回る速さや向きをしっか 

りと見ることが大切です 

・ 道具を使って見るメガネ・・・・・かんい検流計を使って、電流の大きさを数字で 

                  表します 

                  電流が流れる向きを確認しましょう 

・ 見えないところの秘密を 

見つけるメガネ・・・・・かんい検流計のはりの動きをみながら、目に見え 

ない電流が流れる向きや大きさを確認し記録しま 

しょう 

・ 身の回りを見るメガネ・・・・・・家にあるかん電池を使った道具のしくみをさぐっ 

てみましょう 

家にある LED 製品をさがしてみましょう 

教科書にのっている「回路図」をみると、かん電池・検流計・モーターをつなぐのは難

しそうに思えませんが、実際につないでみるとけっこう難しいです。特に、かん電池の

「へい列つなぎ」の時は複雑になります。「回路図」をしっかりと見ながら、正しくつな

いで実験を進めてくださいね。 

 ３年生・４年生と電気の学習が続きましたが、実は電気については５・６年生でも学習

することになります。それだけ電気って、私たちの生活と関わりがあるということなので

すね。しっかりと学んで、学んだことを生活に生かしていけるようにしてください。 

 

「季節のカレンダー」・・植物の知恵。 

 わが家の庭にある、しそ（左）とひまわり

（右）の写真です。いずれも上から撮った写

真です。上から見ると、互い違いにバランス

よく葉が出ていることが分かります。 

この葉の出方だと、太陽の光が多くの葉に

当たります。植物は葉に日光が当たると養分を作ることができますので、どの葉でも養分
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が作れる工夫となっているのです。そして、左右にバランスよく葉がつくことで、重みが

分散されて、植物自体が倒れにくくなっているようです。 

植物の葉の付き方には、それぞれの植物によって特徴があるようです。インターネット

や図鑑で調べてみると面白いですよ。 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、6 月 1 日更新分です・・・・・・・・・ 

 

 

● ５月「天気と 1 日の気温」 

 3 年生では地面の温度を調べましたね。4 年生の学習では「空気の温度・・気温」をは

かり、天気と気温の変化についての関係を調べていきます。この単元の学習では、１日の

気温を１時間ごとにはかります。学校では、午前９時から午後３時ごろの気温データを取

ることになります。理科の時間でなくても気温をはかることがありますので、忘れないよ

うに気温をはかってください。お休みの日は、お家で朝から夜まで気温がはかれると思い

ますので、家で気温をはかってグラフや表に表すと、いろいろな

天気の日の１日の気温の変化の様子がより分かります。お家にも

写真にあるような温度計があると思います。下に示す「正しい気

温のはかり方」を参考にして、家でも「気温のそくていと天気の

観察」をやってみませんか。 

【正しい気温のはかり方】 

・ 風通しがよいところで、地面から 1.2～1.5ｍの高さではかる 

・ 温度計にちょくせつ日光が当たらないようにして温度をはかる 

この単元では，「１日の気温の変化」をそくていしますが、できれば「晴れの日」「く

もりの日」「雨の日」のデータがほしいです。ここでぜひ使ってほしい「理科のメガネ」

はこちらです。 

 

「時間をかけて見るメガネ」  

○ 「晴れている日の気温の変化はどのようになるのだろうか」「くもりや雨の日の気温

変化はどうだろうか」「１日のとちゅうで天気が変わったときは、気温はどのように変

わるのだろうか」・・・天気と気温の関係についてはいろいろな疑問があると思いま

す。これらの疑問を解決するためには時間をかけて観察しながら気温のデータを取るこ

とが必要です。 

◇ 天気と気温の関係を「時間をかけて見るメガネ」で調べてみると，こんな発見や気づき

が！ 
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○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ 晴れの日って、朝と昼とでは気温がかなりちがってくるね。朝は１０℃くらいでも昼は

３０℃近くになるのだね。 

・ 朝からたった５時間で２０℃近く気温が上がるってすごいよね。 

・ 雨の日や曇りの日は晴れの日と比べると、昼の気温があまり上がらないね。朝と昼の気

温の差が小さいね。 

・ 太陽の照り具合と気温は関係があるかもしれない。太陽と気温はきっと関係があるので

はないかな。 

 

天気を観察したり気温をはかったりした時は、次の「理科のメガネ」を使うとよく分か

ります。 

・ 道具を使って見るメガネ・・・・・温度計を使うと、温度を正確に調べることができ 

ます 

・ 動きや変化を見つけるメガネ・・・1 時間ごとに天気を調べるときは、雲の量の変化 

や動きを見てください 

・ 見えないところの 

秘密を見つけるメガネ・・・・・気温をはかる時に暑く感じたかすずしく感じたか 

を記録すると天気のふしぎが分かります 

 

 1 日中晴れている日、曇りの日、雨の日など、数日の気温のデータがあると、天気と気

温の関係を見つけやすくなります。  

気温のグラフは「折れ線グラフ」で表します。このグラフは、関係のある２つの数字の

変化を見るときに使います。特に、年・月・時刻など時間とともに変化する様子を見ると

きにこのグラフが使われることが多いです。算数でもこの表し方を学習します。グラフの

つくり方は算数の教科書も参考になります。ぜひ、そちらも見てください。 

 

「季節のカレンダー」・・テントウムシ・・見つけました 
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 春になり、気温が上がってくるといろいろな

虫を見つけることができます。 

左の写真は、我が家の庭にやってきたテント

ウムシです。テントウムシは、いろいろな模様

があるのですね。写真のものは「ナミテント

ウ」だと思います。「ナナホシテントウ」は名

前の通り７つの模様がありますが、「ナミテン

トウ」は黒い体に２つの模様があるもの、赤い

体にたくさんの模様があるものなど、たくさん

の種類があるらしいです。 

また、テントウムシを探していたら、卵を産んでいる場面を見つけました。テントウム

シは一度に数十個ほどの卵を産むらしいです。思ったよりも少ないのですね。テントウム

シはアブラムシを食べるので、卵を産む場所もアブラムシが多いバラの葉が多いようで

す。そして、卵を見ていたらよう虫も見つけました。成虫とは形がずいぶんと違います

ね。小さい体のテントウムシですが、餌を探し、食べ、卵を産む。・・・一生懸命に生き

ていますね。 

 

  ・・・・・・・・ここまでが、５月８日更新分です・・・・・・・・・ 

 

 

● 4 月「春の生き物」 

4 年生の理科学習では，１年間を通して植物や動物の観察を続けながら学習を進めてい

きます。その第 1 回目は「春の生き物」がテーマです。学校や家のまわりの木や草花，虫

や鳥などを観察します。観察したことをまとめて自分だけの「生き物ずかん」を作ってみ

るのもおもしろいですよ。 

この単元では，まず「生き物のようす」について観察をする学習がありますが，ここで

ぜひ使ってほしい「理科のメガネ」はこちらです。 

 

「くらべながら見るメガネ」  

○ 春によく見られる植物やこれからまこうとする種を観察する時に，2 つの生き物をく

らべながら見ると新しい発見があります。例えば花を観察する場合，同じ角度から 2 つ

の花を見くらべてみるといいのです。同じ「花」でも，似ているところやちがっている

ところがはっきりと発見できます。 
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◇ いろいろな花を「くらべながら見るメガネ」で見てみると，こんな発見や気づきが！ 

なし      やしおつつじ     ひなぎく     チューリップ 

○ 皆さんに発見してほしいこと・気づいてほしいこと 

・ なしややしおつつじの花は，花の中心から伸びている部分がたくさんあるよ。 

・ ひなぎくって，ほかの花とちがって花びらの形が細長くてたくさんあるね。真ん中の黄

色い部分は何なのだろう？ 

・ チューリップの花は，花びらが 6 枚あるのかな？花の真ん中には太い部品が一つと細

い部品がたくさんあるね。これは何だろう？ 

・ そう言えば，なしややしおつつじは花の中心に部品があったよね。この花の部品も，太

いものと細いものがあるのかな？ 

・  

皆さんに使ってほしいその他の理科のメガネには，次のようなものがあります。じっさ

いのかんさつの時には，こちらの理科のメガネも使ってみてください。 

・ 色や形を見るメガネ・・・・・色や形・模様を見ると生き物の特ちょうが分かります 

・ 道具を使って見るメガネ・・・ものさしを使うと「くき」の伸びが数字で分かります 

                温度計を使うと，気温を数字で表せます 

・ 上下左右から見るメガネ・・・いろいろな方向から見ると新しい発見があります 

                葉の表と裏を比べて見るのも面白いです 

・ 数を数えながら見るメガネ・・植物が成長すると，葉の数が変わります 

・ 時間をかけて見るメガネ・・・今日観察したら明日もう一度観察してみてください 

                1 か月後，1 年後・・時間をかけて見ると面白いです 

皆さんは，学校でパソコンやタブレットを使っていると思います。家のまわりで生き物

をさがす活動を行い，その写真をとって「生き物ずかん」にきろくしてみましょう。写真

をとる時にも，「理科のメガネ」を使うと生き物の様子がはっきりと分かりますよ。 

４年生では，春夏秋冬の生き物を観察していきながら，季節による生き物の様子の違い

を見つけていきます。家のまわりの木・草花・鳥・虫などをじっくりと観察していくこと

がおすすめです。 

 

 

「季節のカレンダー」・・これから「ねぎぼうず」ができますよ 
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 冬の間ずっと寒さにたえていたねぎです

が，温かくなり始めたこのころになるとつ

ぼみのようなものが伸びてきます。最初は

写真のように膜に包まれているのですが，

そのうちにこの膜が破れてたくさんのつぼ

みが現れてきます。これが「ねぎぼうず」と呼ばれているものです。この中には 300 以

上の花が包まれているので，そのままおいておくと一つの「ねぎぼうず」の中からかなり

たくさんのタネを取ることができます。 

このまま「ねぎぼうず」が成長するとねぎ自体はどんどん硬くなってきて食用として使

えなくなるので，多くの場合これが小さいうちに摘み取ってしまいます。 

毎年畑仕事を行っていますが「ねぎぼうず」が出てくると「春になったなあ・・」と実

感できるのです。 

  

 

*井口桂一先生の紹介 

 宇都宮市内公立小学校教諭，宇都宮大学教育学部附属小学校副校長，栃木市立家中小学

校長，宇都宮市立城東小学校長を歴任。栃木県小学校教育研究会理科部会長として，理科

指導法の研究に携わってきた。現在，宇都宮大学共同教育学部客員教授。 

 
「理科のメガネ」とは・・ 

自然を探るたくさんの情報を得るための「自然を見る眼」を鍛えるためのアイテムです。 

この単元までで使った「理科のメガネ」 

くらべながら見るメガネ    色や形を見るメガネ     つながりを見つけるメガネ 

上下左右から見るメガネ    数を数えながら見るメガネ  身の回りを見るメガネ 

道具を使ってみるメガネ    時間をかけてみるメガネ   イメージして見るメガネ 

見えないところの秘密を見つけるメガネ      動きや変化を見つけるメガネ 

何度も見るメガネ       感覚を使って見るメガネ   違いを見つけるメガネ 

参考資料：宇都宮大学教育学部附属小学校 平成１６年度研究紀要「理科」 


